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みんながつながるウォータータウン
～帰帆島及び中間水路を地域の資源とした新たな水辺の暮らし～
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水上レジャー施設
いろんなアクティビティがあふれる矢橋港
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　かつて矢橋は東海道を結ぶ湖上交通網の要でした。矢橋港は
急がば回れということわざが生まれた場所と言われており、
連歌師の宗長が詠んだ「もののふの矢橋の船は早くとも　急が
ば回れ瀬田の長橋」という歌がもとになっているそうです。
　現在も当時から目印であったやイチョウや常夜灯、船着き場
跡は残っていますが、近江八景に描かれているような帆掛け舟
の行き交う景色は見られなくなりました。
　以上のような歴史的な背景を活かしつつ、新たな水辺の風景
を描くことが求められています。

▲近江八景　瀬田の唐橋 ▲近江八景　矢橋の帰帆

　１９８２年に帰帆島が整備されてから４０年が経ち、時代の変化により、施設の老朽化や中間水路の水
質などが、地域の問題としてあがっています。これらの問題を解決するために、老上西学区まちづくり協
議会では、中間水路を介してつながる老上西学区と矢橋帰帆島の未来のあり方を考えるためのワークショッ
プを開催しました。
　ワークショップでは、老上西学区の地域住民の皆さんをはじめ、草津市職員、矢橋町自治会、湖南中部
浄化センター関係者、および民間企業の方々に参加していただきました。現状の帰帆島周辺の良い点、悪
い点を話し合い、具体的な将来のアイデアを出し合いました。

５つのコンセプトで、SDG’sの目標を達成します。
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